
令和５年２月の問題-No.4　解法

以下の図のように座標を考え、第一象限の楕円曲線の長さの4倍が求める周長となる。

として、

楕円の周長Lは以下のとおりである。



被積分関数をテイラー展開する。

を用いる。今、

とすると、xの絶対値は1未満となり級数は収束する。

また、

として、

および積分公式

を用いて計算する。



計算結果は以下のようになる。円周率は出題の値を用いた。

テイラー展開の項の値はnが1以上で負であり、かつその絶対値は次項で

かならず3/4倍未満になることから、テイラー展開によるLの近似値の右に、

さらに項の値の3倍を加算したLの下限値を示した。以下の表より、楕円の周長は

黄色で示したL近似値未満かつL下限以上であるので、楕円の周長L≒4.844寸を得る。


